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「東洋と西洋の執筆シーン」 

文筆のポテンシャルはその表現形式におい

て多種多様である。文化的に異なる執筆

シ ー ン（“Schreibszene“）の 方 式 に 応 じ

て、文筆に内在する種々の可能性は展開す

る。言語と同様、文筆は、一般的表記シス

テムのように、社会における生活を組織化

する。文筆は、過去を再考する態度を活性

化し、革新し、知識の文化的構造を拡大す

る。 

しかし、文筆／ライティングが、意味、権

力、痕跡、執筆プロセスに対してどのよう

な関係を持っているかは、これまで東洋・

西洋を含む文脈ではほとんど考慮されてこ

なかった。この交互の空間においてこそ、

ライティングと意味構成との関係が、生産

的な意味で揺さぶられる。すなわち、新た

な読書の痕跡が現れるのだ。 

このワークショップでは、次のような問い

に焦点を当てていく：           

(i) ライティングの理論的分野： はたして

ライティングと文筆にはどのような構想が

あるのか？外国の文字文化をエキゾチシズ

ム化し、あるいは流用するために、どのよ

うな言説的な文章様式が存在するのか。 

(ii) 文筆の歴史的分野： ライティングに

沿った区別可能な段階を持つ時代区分とは

どのようなものだろうか？有力なテクスト

の事例や、文章の遺伝的段階を再構築する

ことは可能か？また、そこから文学テクス

トの歴史的評価にとって得られるものは何

か。 

(iii) 文筆の芸術文化的分野： 文筆によりど

のような芸術的プロセスが、明示的に引き

起こされたのか。文筆に対する芸術的熟考

はどのような文化的変化をもたらしたか？ 
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 『天文対話』を著したガリレオ・ガリレイは、確

かに、紙片の重要性を最初に指摘したわけではな

い。しかし、おそらく今日に至るまで最も著名な

人物の一人である。彼は次のように記している。 

「しかし、自分の奥深くにある考えを、時空を超

えて遠く離れた誰かに伝える手段を見つけようと

した人の高尚さは、あらゆる驚くべき発明をどれ

ほど凌駕していることか。インドにいる人たち

に、まだ生まれていない人たちに、千年、万年先

まで生まれてこない人たちに語りかけるために。

しかも、なんと簡単な方法で。それは２０ほどの

様々な文字を紙面上で組み合わせるだけのことな

のだ。」 

世界をモデリングするための白紙の重要性が、こ

の発表の中心である。活字による活版印刷という

メディア革命で大きく変化した時代、つまり、５

００年ほど前から今に至るまでのヨーロッパの事

例に焦点を当てていく。 

白紙と、それに書き込まれる文字の3つの機能を確

認することができる。まず、われわれは白紙と向

き合うことになるが、この白紙はそれ自体、些細

な物質に思える。しかし、よく見ると非常に注目

すべきものである。対象になる白紙はそれ自身の

空間を形成し、あらゆる可能性（と不可能性）を

持つ生産の場として、その環境から自身を切り離

すものである。この空間は、（第二に）その上に

テキストが制作されることで組織化されなければ

ならない。この空間には、明確に定義されたルー

ルに従って、言語的なセット・ピースやその他の

記号的な形態が配置される。この漸進的で規則正

しい活動を通して、白紙に別の世界の人工物が

（第三に）形成されていく。この世界は所与のも

のではなく、人工的に作り出されたものであるた

め、ページの外の世界の表現または反映と見なす

ことはできず、独自の存在形態の尊厳を正当に主

張するものである。 

ヨーロッパ文化史の文脈において、これらの物質

や慣習の意義は計り知れない。なぜなら、独自の

空間に持ち込まれたテキストは、近代西洋の基礎

となるユートピアであるからだ。現実が紙の形と

なっただけでなく、書くことが現実に影響を与え

るのである。一片の紙は、この変容が生起する通

路としての場なのだ。  

   *この発表は英語で行われる。 
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Galileo Galilei, in his "Dialogue on the Two Princi-
pal World Systems", was certainly not the first to 
note the importance of the paper - but he is possibly 
one of the most prominent to this day: 

"But how does the spiritual height of one who un-
dertook to find a means of communicating his most 
hidden thoughts to anyone else, however distant 
through space and time, rise above all astonishing 
inventions? To speak to those who are in India, to 
speak to those who are not yet born, who will not 
be born for a thousand and ten thousand years? 
And with what ease? By variously connecting a few 
twenty characters on a sheet of paper." 

The importance of the blank sheet of paper for 
modelling worlds will be the focus of the presenta-
tion. I will focus on European examples from the 
last 500 years or so, a period that was significantly 
shaped by the media revolution of letterpress print-
ing with movable type. 

Three functions of the blank paper and the writing 
to be applied to it can be identified: First, we have 
to do with the blank page, which in itself may seem 
a trivial piece of materiality, but on closer inspec-
tion is very remarkable. For the page to be described 
forms a space of its own and, as a place of produc-
tion with all its possibilities (and impossibilities), 
demarcates itself from its environment. This space 
has to be organised (secondly) by fabricating a text 
on it. Linguistic set pieces or other sign-like forms 
are arranged in this space according to clearly de-
fined rules. Through this progressive and regulated 
activity, an artefact of another world is (thirdly) 
created on the blank page. This world is not given, 
but is artificially produced, so it cannot be consid-
ered as a representation or reflection of the world 
outside the page, but lays justified claim to the dig-
nity of its own form of existence. 

The significance of these materials and practices can 
hardly be overestimated in the context of European 
cultural history. For the text, brought into its own 
space in this way, is the fundamental utopia of the 
modern Occident: Reality is not only brought into 
paper form, but writing in turn affects reality. The 
sheet of paper is a place of passage where this trans-
formation takes place. 


